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第 12回MIW祭り 実施報告 

 

１．実施概要 

日時 
10 月 4 日（金）12：00～20：00/10 月 5 日（土）10：00～14：00 

※10 月 5 日（土）終了後、参加団体の交流会を 60 分程度実施。 

場所 区民ホール（区役所 1 階）・男女共同参画センターMIW（区役所 10 階） 

参加者数 

649 名+メインイベント参加者 54 名 計 703 名 

（うち 30 代までの参加者：約 2 割 男性参加者：約 3 割） 

※前年度 621 名+メインイベント 50 名 計 671 名 

テーマ 世界は変化を待っている～今、「ちよだ」から 

オープニング

イベント 

実行委員長挨拶、区長挨拶、明治大学マンドリン倶楽部による演奏、男女共同参画川

柳コンテスト大賞発表と授賞式 

メイン 

イベント 

話題の NHK 朝の連続テレビ小説『虎に翼』にちなみ、講演会前半には、男女共同参

画社会への道を切り拓いてきた、千葉県女性弁護士第一号の渥美雅子さんを講師に迎

え、自身の歩みについてお話しいただいた。後半では、『虎に翼』の法律考証を担当さ

れた明治大学史資料センター長の村上一博さんをゲストに迎え、ドラマ制作の舞台裏

話や大学史資料センターで実施していた関連展示について語っていただいた。 

団体の催し 

登録団体、協力団体合計 29 団体（2 日間延べ 189 人が参加）が、ステージ発表・ブー

スの設置・パネル展示・動画作成などで参加。実行委員会企画展示として「パートナ

ーの呼称を考えよう」「第 12 回 MIW 祭りテーマについて考えてみました」を実施。 

MIW の催し 
MIW 企画ワークショップ 「ボンボンみゅうじろうを作ろう！」実施、写真撮影コー

ナー「みゅうじろうと写真をとろう！」設置。 

HP・SNS 

による広報 

MIW の新 HP 上に「MIW 祭り」特設ページを常設。9 月 5 日更新。 

MIWの公式 SNSや公式 YouTubeチャンネルにてMIW祭りの参加団体動画や催しな

どを紹介。 

実行委員会 
MIW 登録団体のメンバーによって構成。キックオフの実施後 4・５・６・8 月末の金

曜日に全 4 回実施 ※その他、キックオフ（3 月）および反省会（10 月）を実施。 

アンケート 

満足度 

回答者のうち 6 割程度が「とてもよかった」、3 割以上が「まあまあよかった」と回答。

約 9 割以上の方が肯定的な評価。 

 

２．参加者アンケートの感想（一部抜粋・集約） 

❖全般について  

 ・大変勉強になるイベントでした。 ・様々な年齢の方が参加されていて活気を感じました。 

・毎年、楽しみにしています。 ・各団体の方たちが、とてもフレンドリーで良いです。 

 

❖オープニングイベント 

・マンドリンの音色がすばらしい。演奏はとても良かったです。 ・もう少し聞きたかったです。 

・川柳にグッときました。 
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・川柳は続けて欲しいです。時代の変化に沿って川柳を分析したら面白いと思いました。 

 

❖メインイベント 

・虎に翼を観て、自分が関心を持ってこなかった法曹界におけるジェンダーの問題について興味を持

つようになりました。実際に女性の弁護士として活躍されてきた渥美さんのご経験を伺えたことは

とても貴重な経験となりました。 

 ・村上先生からドラマ制作の具体的エピソードが聞けて興味深かったです。 

 ・女性の地位、戦前も現在も変わっていないところと、少し進歩しているところとあり、日本の未来を

どう捉えるか、若者とも一緒に考えていきたいと思います。 

 

❖クイズラリー 

・友人と 1 つ 1 つのパネルについて議論しました。興味や感じ方が違うと知って面白かったです。 

・新しいことを学べました。 

・（協力大学の展示を見て）若い方が関心を持ち、問題点を見つけてくれれば、彼等が実際に子育てす

る頃には今よりもっと快適になっているのではないか、と期待したいです。 

 

❖ブース・ステージ 

 ・体験型のブースが楽しかったです。 

 ・販売の規模が大きく、フリーマーケットのような気分で楽しく回れました！販売している方との交

流が楽しめました。 

・ボッチャ体験など、子どもも楽しめるイベントがあってよかったです。 

 

❖パートナーの呼称を考えよう！ 

 ・深く考えたことがなかったのですが、対等な関係性を考えるいいきっかけになりました。 

・ドキっとさせられる展示でした。 ・世代が違っても傾向が同じであることに驚きました。 

 ・いろいろな呼称があることは多様性のある社会をつくる事で良いことであると思いました。 

 

３．登録団体の感想（一部抜粋・集約） 

❖全般について 

・MIW 祭りでしかお会いできない他団体の方たちや、地域の大学や団体の方々と交流できて今年も嬉

しかったです。貴重な機会となりました。 

・参加団体が増え、学生さんなど若い方々により年代層も厚くなったと感じます。 

・みんなで楽しみながら頑張っての MIW 祭りの活動に意義を感じました。継続することは大切だと

改めて思いました。 

 

❖交流会について 

（昨年度に引き続き登録団体「NPO 法人いろどりキャリア」の協力のもと交流会を実施） 

 ・ワールドカフェ形式は初めてで要領を得るまで戸惑いましたが、新しい方法で面白かったです。 
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 ・参加人数が少なく残念でした。 

 

４．振り返りと今後の展望 

❖昨年度の課題として、「協力してもらう学生団体にはブースを出展してもらうだけでなく、MIW 祭り

の趣旨にもあるように登録団体や参加者との交流を深めてもらう」ことを挙げていた。今年度は協力を

お願いする参加団体と事前に打ち合わせを行い、MIW 祭りの趣旨を改めて説明したうえで、参加者と

交流を深められるような企画を考えてもらうよう依頼したり、当日も登録団体の催し物にも積極的に

参加してもらうようにお願いした。当日には参加者や参加団体と学生が積極的に交流している姿が見

られ、学生自身からも交流できて充実した時間だったという声をもらった。今後も関係性を深化させ、

引き続き協力を呼び掛けたい。 

❖毎年恒例のみゅうじろうグッズは、今年（クリアポーチ）も大好評だった。また、今年度より開設した

公式 YouTube チャンネルを用いて、参加団体から寄せられた MIW 祭りテーマへのメッセージや、参

加団体が作成した活動紹介の動画などを公開することができた。 

❖会場のレイアウトについて。昨年度は動線がわかりにくいという意見を複数受けていたので、エレベ

ーターホール近くまで受付を前方に出し、展示エリアとブースエリアをはっきりと分けた会場配置に

した。動線がわかりやすくなったという声を多数もらった反面、展示エリアが閑散としているという意

見もあった。今後の課題としたい。 

❖交流会は昨年に引き続き登録団体である NPO 法人いろどりキャリアに企画・進行をお願いした。参加

した団体の皆さんは非常に満足されていたが、2 日間の疲れもあってか、参加者が少なかったことが残

念だった。すでに MIW 祭り内や実行委員会で交流が果たされていたのではないかという意見もあり、

今後実行委員会で改めて交流会の内容や意義を議論していく必要があると考えている。 


